
 

 

技術提案資料等作成に関する質問回答書 

 

 

番号 質 問 事 項 回 答 

1  

添付資料２ 工事区分表では消火器が別

途工事とされていますが、添付資料１ 要

求水準図 42頁 消火設備計画で別途工事

とされている消火器はＵＰＳ室の消火器の

みです。要求水準図を正としてよろしいで

しょうか。 

 

貴見のとおりです。 

2  

添付資料２ 工事区分表ではＵＰＳ（情報

用・その他）が別途工事とされていますが、

添付資料１ 要求水準図 34頁 無停電電

源設備計画では別途工事とされているのは

情報機器用ＵＰＳのみです。要求水準図を

正としてよろしいでしょうか。 

 

貴見のとおりです。 

3  

横須賀市新市立病院建設工事契約約款第

３条において『契約締結後７日以内に要求

水準書等に基づいて、実施設計費及び工事

代金の内訳書』を提出することとなってい

ますが、要求水準書第４章第１節１３）（26

頁）においては契約締結後速やかに提出す

ることとされています。提出の時期はどち

らが正しいでしょうか。 

 

契約約款を正としてください。 

4  

添付資料１ 要求水準図第１章第２節２）

（１）高度地区適用除外について（３頁）の

表２ 評価係数整理表において、神明公園

における表 13②の評価係数が ⅳ 1.0 と

表記されておりますが、高度地区の適用緩

和及び適用除外に関する認定基準 14 頁 

表 13 では評価係数Ⅱ 1.0 はⅲ、0.6 はⅳ

と規定されております。 

参考資料３ 神明公園測量業務報告書（抜

粋）から判断すると ⅲ 1.0と考えられま

すが、評価係数 1.0 を正としてよろしいで

しょうか。 

 

貴見のとおりです。 



5  

総合評価一般競争入札説明書 23 （１）

において『別表１ ②に規定する様式のう

ち、様式第３号から第８号、第 12号から第

17号を、別紙「技術提案資料等の提出につ

いて」及び「技術提案資料作成要領」に記載

のとおり作成し、提出すること。』とありま

すが、様式第３号から第８号までは先に行

った申請書等確認手続きの際に提出させて

いただいています。再度、同じものを提出し

なければならないでしょうか。 

 

様式第３号から第８号は、技術提案資料等の

提出にあたり、添付する必要はありません。 

6  

公表されている予定価格税抜き 168.5 億

円に対応する基本設計における積算資料の

開示をお願いします。 

 

開示する予定はありません。 

提示した資料を基にご検討ください。 

7  

提案評価項目における全体工期短縮対象

は事業期間 48 ヶ月か現場工期 26 ヶ月かご

教示ください。 

 

事業期間が対象となります。 

8  

基本設計者が本事業に参加した場合、その

企業が属するグループが提案するＶＥ案

（設計にかかるもの）は本来要求水準書に

含まれるべきものであり、今回の入札参加

者全てに公開されるべきものと考えます

が、横須賀市様の見解をお聞かせください。 

 

基本設計者単体で本事業に参加することはあ

りませんので、必ずしもその企業が属するグル

ープが提案するＶＥ案が要求水準書に含まれる

べきとは考えておりません。 

9  

本体掘削に伴い山留施工を行った場合、山

留芯材は残置可能として計画してよろしい

でしょうか。 

撤去することで安全性に支障がでるもの等は

存置する計画も可能です。 

なお、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

平成 31年版（平成 31年３月 26日 国営建技第

９号）３章３節のとおり、存置する場合は、実施

設計図書に特記する必要があります。 

10  

参考資料-1 参考図 175 

基礎伏図に於いて、杭基礎 F11～F33 の指

示がありますが配筋要領が不明です。ご指

示下さい。 

 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

11  

参考資料-1 参考図 176 

免震層伏図に於いて、免震基礎 MF1～MFR1

の指示がありますが配筋要領が不明です。

ご指示下さい。 

 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 



12  

参考資料-1 参考図 202･203 

FS60の配筋要領が相違しています。 

参考資料-1 参考図 リニアック棟断面

リスト(1) ―  

例）主力上端筋 D22-@100 

参考資料-1 参考図 リニアック棟断面

リスト(2) ―  

例）主力上端筋 D19-@200 

何れを正とするかご指示下さい。 

 

 

基本設計としては D22-@100 が正となります

が、参考図は基本設計図書の作成が完了した時

点において、当該基本設計図書に基づく建築工

事に通常要する費用を概算するための補足資料

です。 

13  

下記の付帯鉄骨について、数量算出できる

資料をご指示下さい。 

①屋上(6階、7階+PH階)の目隠し壁(防音

壁)の下地鉄骨 

②屋上(6階)の設備架台鉄骨 

③屋上(7階)のメンテナンスデッキの下地

鉄骨 

④外壁 ECPの下地鉄骨 

⑤鉄骨階段 

⑥EV関連鉄骨 

⑦エスカレーター関連鉄骨 

⑧7階スロープ鉄骨 

以下の数量を参考としてください。 

 

①屋上(6階)目隠し壁下地鉄骨 

→10.2 t 

②屋上(6階)設備架台鉄骨 

 →13.8 t 

③屋上(7階)メンテナンスデッキ下地鉄骨 

＋目隠し＋スロープ 

 →153.0 t 

④外壁 ECP下地鉄骨(開口補強) 

 →132.0t 

⑤鉄骨階段 

 →73.2t 

⑥EV関連鉄骨 

 →本体の鉄骨に含む 

⑦エスカレーター関連鉄骨 

 →本体の鉄骨に含む 

⑧7階スロープ鉄骨 

 →③に含む 

14  

参考資料-1 参考図 178～185 

横補剛材の鋼材寸法が不明です。ご指示下

さい。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

15  

添付資料-1 要求水準図 71 

下記付属建物棟の構造参考資料のご提示

をお願いします。 

①<付属建物棟 1> 

ﾏﾆｰﾎﾙﾄﾞ室･受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室 

②<付属建物棟 2> 

車椅子駐車場屋根 

③<付属建物棟 3> 

危険物保管庫 

提示した資料を基にご検討ください。 



16  

参考資料-01_参考図： 

見積にあたり、壁種別図を頂けませんでし

ょうか。無い場合、要求水準から想定する、

という理解でしょうか。 

貴見のとおりです。 

17  

参考資料-01_参考図： 

見積にあたり、建具図（キープラン・表等）

を頂けませんでしょうか。無い場合、要求水

準から想定する、という理解でしょうか。 

貴見のとおりです。 

18  リニアックは移設を予定していますか。 
移設する医療関連機器等につきましては、来

年度以降、決定する予定です。 

19  

リニアック以外で移設を予定している放

射線機器があれば、メーカ、機種名をご提示

ください。 

移設する医療関連機器等につきましては、来

年度以降、決定する予定です。 

20  

放射線機器以外で移設予定の大型の医療

機器があれば、メーカ、機種名をご提示くだ

さい。 

移設する医療関連機器等につきましては、来

年度以降、決定する予定です。 

21  

契約約款 第 8条第 1項 

 

基本設計図書の帰属は、株式会社山下設計

と考えてよろしいでしょうか。 

基本設計図書は横須賀市新市立病院建設工事

契約約款の対象ではございません。 

22  

契約約款 第 8条第 3項 

 

完成建物の著作権の帰属は、どのようにな

りますでしょうか。 

完成する工事目的物が著作物に該当する場合

には、著作権の帰属は受注者にあるものと考え

ます。 

23  

契約約款 第１２条第２項 

 

「受注者は、その作成する実施設計図書等

が第三者の有する著作権等を侵害し、第三

者に対して損害の賠償を行い、又は必要な

措置を講じなければならないときは、受注

者がその賠償額を負担し、又は必要な措置

を講ずるものとする。」との記載がございま

すが，発注者様がその工事材料等を指定し

た場合など発注者様の指示につき過失があ

るときは，賠償額のうちその過失の割合に

応じた額を発注者様にてご負担いただけま

せんでしょうか。 

第三者の有する著作権等を侵害しないよう実

施設計図書等を作成ください。 

24  

契約約款 第 15条第 1項 

 

「本工事の全般を統括」とありますが、記述

内容から『実施設計と施工』の全般を統括す

ると解釈されるので、「本契約の履行全般を

貴見のとおりです。 



統括」との記載と解釈してよろしいでしょ

うか。 

25  

契約約款 第 15条_統括責任者 

契約約款 第 16条 5_現場代理人 

 

現場代理人が監理技術者を兼務する場合の

み現場代理人が統括責任者を兼務できると

の考えで宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

26  

契約約款 第 15条_統括責任者 

契約約款 第 16条 5_現場代理人 

 

現場代理人が監理技術者を兼ねる場合は現

場代理人が統括責任者を兼ねると認識しま

す。現場代理人と監理技術者を兼務させず

にそれぞれ配置する場合において、現場代

理人は統括責任者を兼務できないとの考え

で宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

27  

契約約款 第 15条 1_統括責任者 

 

「代表構成員の監理技術者を本工事の全般

を統括する統括責任者として選任し」との

記載がございますが、入札参加資格確認申

請書に記載した監理技術者を一級建築士の

資格を有する者に変更することは可能かご

教示ください。 

契約約款_第 17 条の２第２項に記載のとおり

です。 

28  

契約約款 第 15条 1_統括責任者 

 

監理技術者の変更が可能な場合、変更に伴

う必要な提出資料の内容と提出締切日をご

教示ください。 

契約約款_第 17 条の２第２項に記載のとおり

です。なお、建設業務の着手後に監理技術者を

変更する場合、新たな監理技術者を工事現場に

配置する前に必要書類を提出してください。 

29  

契約約款 第 15条_統括責任者 

契約約款 第 16条 5_現場代理人 

入札説明書_P11_25 総合評価に係る審査及

び評価方法(2)及び申請書等に関する質問

回答書_№42.66 

 

統括責任者と現場代理人、監理技術者が兼

務する場合においても、プレゼンテーショ

ンの参加人数は４名まで可能と考えて宜し

いでしょうか。 

 

プレゼンテーション・ヒアリングの日時及び

場所と同様に病院建設担当から別途指示するこ

ととします。 



30  

契約約款 第 15条 1_3_統括責任者 

契約約款 第 16条 1_現場代理人 

 

統括責任者を補佐する者については一級建

築士の資格所持者であれば、実務経験等は

問わないとの考えで宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

31  

契約約款 第 15条 3_統括責任者 

 

統括責任者を補佐する者については専任、

又は常駐の指定は無いとの考えで宜しいで

しょうか。 

貴見のとおりです。 

32  

契約約款 第 15条 3_統括責任者 

 

統括責任者を補佐する者の選任はいつまで

でしょうか。又、配置開始時期をご教示くだ

さい 

統括責任者と同時期となります。 

33  

契約約款第 20条第 1項 

 

入札説明書(令和 2年 11月 9日)5入札資格

の特定建設工事共同企業体による参加≪代

表構成員≫の項目コ及びグループで参加す

る設計企業≪キ設計企業≫の項目オの記載

から、管理技術者の配置の期限は実施設計

図の納品までと解釈してよろしいでしょう

か。 

また、各主任技術者の配置の期限について

も同様と解釈してよろしいでしょうか。 

建設業務完了までが管理技術者の配置期限と

なります。各主任技術者についても同様です。 

34  

契約約款 第 23条第 1項 

 

「実施設計業務あたり」とは、「実施設計業

務にあたり」と解釈してよろしいでしょう

か。 

貴見のとおりです。 

35  

契約約款 第 16条 1_現場代理人 

契約約款 第 17 条の 2_1_建設業務におけ

る監理技術者等 

 

第 16 条 1 では「実施設計業務の着手まで

に現場代理人を選任し、～経歴書を添えて、

発注者に提出しなければならない。」第 17

条の 2_1 では「建設業務の着手までに～経

歴書を添えて、発注者に提出しなければな

らない。」と記載があります。 

現場代理人及び主任技術者等と経歴書の提

現場代理人については、実施設計業務の着手

までに現場代理人及び主任技術者等届に経歴書

を添えて提出してください。 

また、主任技術者、監理技術者、専門技術者に

ついては、建設業務の着手までに現場代理人及

び主任技術者等届に経歴書を添えて提出してく

ださい。 



出時期は建設業務の着手までにという認識

で宜しいでしょうか。 

36  

契約約款 第２３条第５項 

契約約款 第２９条第５項 

契約約款 第３５条第２項 

契約約款 第３６条第４項 

契約約款 第３８条 

契約約款 第４０条第４項 

契約約款 第４５条第４項 

契約約款 第５９条第２項 

契約約款 第６２条第２項 

契約約款 第８２条第３項 

建築設計業務共通仕様書_第３章_３.８ 

建築設計業務共通仕様書_第３章_３.１５

（１），（３） 

 

「発注者は、～適当と認めたときは、契約

期間を延長するものとする。この場合にお

いて、発注者は、契約期間の延長の日数を受

注者と協議して決定し、書面により受注者

に通知しなければならない。」，「発注者は、

必要があると認めるときは、～契約内容の

変更を行うことができる。」，「～この場合に

おける発注者の負担額は、発注者及び受注

者が協議して定める。」，「発注者は、～必要

に応じて～行うことができる。」，「～受注者

は、～発注者が請求した方法と異なる方法

について事前に発注者の承認を得た場合

は、その方法による履行の追完をすること

ができる。」，「～発注者において、受注者が

その責めに帰すべき事由により提案を履行

することができないと判断したときは、～」

等の記載がございますが，これらの規定に

ついては，事実関係を踏まえ客観的に妥当

性のある基準にて合理的にご判断・ご協議

等をいただけるものと理解してよろしいで

しょうか。 

これらの規定についての基準はありませんの

で、個別に判断させていただくこととなります。 

37  

契約約款 第２４条第１項 

 

「発注者は、実施設計図又は工事目的物し

ゅん工図に当該契約の内容に適合しないも

の（以下この条において「契約不適合」とい

う。）があるときは、受注者に対して、履行

契約約款に記載のとおりです。 



の追完及び損害の賠償を請求することがで

きる。ただし、損害賠償の請求については、

その契約不適合が受注者の責めに帰すこと

ができない事由に基づくものであることを

受注者が証明したときは、この限りではな

い。」との記載がございますが，履行の追完

についても，その契約不適合が受注者の責

めに帰すことができない事由に基づくもの

であることを受注者が証明したときは、こ

の限りではないものとしていただき，また，

発注者様に不相当な負担を課するものでな

いときは，受注者は，発注者様が請求した方

法と異なる方法による履行の追完をするこ

とができるものとさせていただけませんで

しょうか。 

38  

契約約款 第２４条第３項 

 

「前項の規定にかかわらず、契約不適合が

受注者の故意又は重大な過失により生じた

場合には、第１項に規定する請求を行うこ

とができる期間は工事目的物しゅん工図の

提出の日から 10 年とする。」との記載がご

ざいますが，実施設計図の契約不適合が受

注者の故意又は重大な過失により生じた場

合には，係る請求を行うことのできる期間

は，竣工日から 10年とさせていただけませ

んでしょうか。 

しゅん工届の提出の日から 10年とします。 

39  

契約約款 第２５条第２項 

要求水準書 第４章第１節 １３）建設業務

におけるコスト管理（２） 

 

「詳細内訳書の金額は、参考内訳明細書の

金額を超えることはできない｡」，「なお、契

約金額を超える詳細内訳書は認めないの

で、要求水準が求める範囲において、実施設

計の調整を行ったうえで作成すること。」と

の記載について，受注者は，設計施工者とし

てコストコントロールに努めますが，今回

の提出金額は，今回ご提示いただいた見積

図面に基づき現時点の単価において積算し

たものであるため，今後実施設計を進める

にあたり，社会情勢の変動など受注者の責

に帰すべきでない事由により精算見積金額

が今回提示の概算見積金額を上回る場合に

貴見のとおりです。 



は，実施設計図に対する受注者の変更提案

について積極的にご採用いただくなど，請

負金額の低減について発注者様にもご協力

いただけるものと理解してよろしいでしょ

うか。 

40  

契約約款 第２５条第１項・第３項 

要求水準書 第４章第１節 １３）建設業務

におけるコスト管理（２）・（３） 

 

「なお、建設業務着手後の工事費の管理に

は、詳細内訳書を用いる」，「詳細内訳書の

単価は、参考内訳明細書に記載された単価

の準用を原則とし、新たな設計や工法など

参考内訳明細書に記載のない単価及び実施

設計期間中に著しい変動が確認される単価

については、監督員と協議のうえ決定す

る。」等の記載がございますが，詳細内訳書

と参考内訳明細書との金額に差異が発生し

た場合及び建設業務着手後に工事費の変更

が発生した場合には，増加部分については，

当該時点において再調達することとなりま

すので参考内訳明細書に単価の記載がない

ものも含め変更時の時価としていただき，

諸経費率及び共通仮設工事費については，

変更発生の都度ご協議いただけませんでし

ょうか。 

契約約款第 25 条第２項に規定しているよう

に、詳細内訳書の金額は参考内訳明細書の金額

を超えることはできませんので、詳細内訳書と

参考内訳明細書との金額に差異が生じた場合で

も増加部分が生じることはありません。 

また、建設業務着手後に工事費の増額変更が

発生した場合には、契約約款第 39条に基づき判

断させていただきます。 

41  

契約約款 第３２条第４項 

 

「発注者は、第２項に規定する調査の結果、

第１項に規定する事実が確認された場合

は、必要に応じて施行内容の変更又は要求

水準書等及び実施設計図の訂正を行わなけ

ればならない。この場合において、発注者

は、第１項第４号又は第５号の規定に該当

して施行内容を変更し、かつ、工事目的物の

変更を伴わないときは、受注者と協議のう

え、施行内容の変更又は要求水準書等及び

実施設計図の訂正を行うものとする。」との

記載がございますが，第１項第１号から第

３号までのいずれかに該当し設計図書を訂

正する必要があるとき及び第１項第４号又

は第５号の規定に該当して施行内容を変更

し、かつ、工事目的物の変更を伴うときにつ

いても，発注者様にて施行内容の変更又は

契約約款に記載の通りです。 

（第 32条第４項に該当しない変更については、

第 33条による判断となります。） 



要求水準書等及び実施設計図の訂正を行う

ものとしていただけませんでしょうか。 

42  

契約約款 第３３条_但書 

 

受注者の提案により変更する場合について

も、発注者様のご要望に係る内容について

の変更である場合には、発注者様の通知に

よる実施設計図の変更と同様の扱いとさせ

ていただけますでしょうか。 

 

発注者の要望による場合については、実施設

計図の変更内容を受注者に通知します。 

43  

契約約款 第３５条第２項 

 

「発注者は、前項の書面の提出を受けた場

合は、その内容を審査し、適当と認めたとき

は、契約期間を延長するものとする。この場

合において、発注者は、契約期間の延長の日

数を受注者と協議して決定し、書面により

受注者に通知しなければならない。」との記

載がございますが，その工期の延長が発注

者様の責めに帰すべき事由による場合にお

いては，契約代金額について必要と認めら

れる変更を行う，又は受注者に損害を及ぼ

したときは必要な費用をご負担いただくも

のとしていただけませんでしょうか。 

約款第 35 条の規定に基づく契約期間の延長

にあたっては、契約代金額を変更することはで

きません。 

44  

契約約款 第３６条第１項・第３項 

 

「発注者は、特別の理由により契約期間を

短縮する必要があるときは、受注者に対し

て書面により契約期間の短縮を求めること

ができる。」，「発注者は、当該約款の規定に

より契約期間を延長すべき場合において、

特別の理由があるときは、受注者と協議の

うえ、通常必要とされる契約期間の延長を

行わないことができる。」との記載がござい

ますが，発注者様にて工期の延長又は短縮

を行うときは，本工事に従事する者の労働

時間その他の労働条件が適正に確保される

よう，やむを得ない事由により工事等の実

施が困難であると見込まれる日数等をご考

慮いただけるものと理解してよろしいでし

ょうか。 

貴見のとおりです。 



45  

契約約款 第３９条第２項 

 

「発注者及び受注者は、前項の規定による

請求があったときは、変動前残工事代金額

～変動後残工事代金額～との差額のうち、

変動前残工事代金額の 1000 分の 15 を超え

る額について協議するものとする。」との記

載がございますが，この場合において発注

者様は，受注者と協議のうえ契約代金額の

変更に応じていただけるものと理解してよ

ろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

46  

契約約款 第 46条～48条及び第 50条～57

条 

 

契約代金の支払については継続費等に係る

契約の特則を適用し、前金払、部分払は実施

されるとの考えで宜しいでしょうか。 

前払金、部分払については、現場説明書を 

ご覧ください。 

47  

契約約款 第 53条_部分払 

第 57 条_継続費等に係る契約の部分払の特

則現場説明書.6_継続事業に係る工事の各

会計年度別支払限度額及び前払金について 

 

部分払の時期についてのお考えをご教示く

ださい。 

部分払は令和３年度、４年度、５年度のそれ

ぞれ年度末に行うものと考えます。 

48  

契約約款 第６９条第１項 

 

「発注者は、第 62 条から第 64 条、及び第

66 条及び第 67 条の規定により当該契約が

契約業務の完成前に解除された場合におい

て、既成部分及び工事材料で出来形部分検

査に合格したものがあるときは、受注者と

協議のうえ、当該部分を発注者の所有とす

ることができる。」との記載がございます

が，係る場合において既成部分及び工事材

料で出来形部分検査に合格したものがある

ときには，発注者様は，受注者と協議のう

え，当該部分を引受け，当該引渡しを受けた

出来形部分に相応する請負代金を受注者に

お支払いいただけるものと理解してよろし

いでしょうか。 

貴見のとおりです。 

49  

契約約款 第７５条第１項 

建築設計業務共通仕様書 第３章 ３．６ 

建築設計業務共通仕様書 第３章 ３．１

貴見のとおりです。ただし、受注者の責任に

おいて、下請業者等に対しても、受注者と同等

の義務を課し、遵守させることが必要です。 



１ ４ 

 

「受注者は、契約書の規定に基づき、業務の

実施過程で知り得た秘密を第三者に漏らし

てはならない。」，「受注者は、設計仕様書に

定める守秘義務が求められるものについて

は、これを他人に閲覧させ、複写させ、又は

譲渡してはならない。」等の記載がございま

すが，当該契約の履行に必要な範囲の情報

を，受注者の責任において下請負業者等に

対し開示することができるものとさせてい

ただけませんでしょうか。 

また，当該契約の履行に伴って必要となる

法令上の手続等により，やむを得ず第三者

に開示することは問題ないものと理解して

よろしいでしょうか。 

50  

契約約款 第７５条第２項 

 

「前項の規定は、当該契約が終了した後に

ついても適用する。」との記載につきまし

て，適切な情報管理には努めますが，秘密の

保持期間については，当該契約の工事目的

物の工事完成引渡し後２年を経過する日ま

でとさせていただけませでしょうか。 

契約約款に記載のとおりです。 

51  

要求水準書_P7_第 3 章_第 1 節_１）新市立

病院の新築 

 

延べ面積：約 38,083㎡、病院機能面積：約

36,101㎡とありますが、VE提案等で遵守し

なくてはいけない面積は、ピロティ、バルコ

ニー等、免震階面積を含まない病院機能面

積（36,010㎡）であり、延べ面積は変更し

ても良いと考えてよろしいでしょうか 

貴見のとおりです。 

52  

要求水準書 第１章第３節 ２）関連工事 

 

工事範囲として各工事（神明公園インフラ

切り回し工事・テナント工事（レストラン、

コンビニエンスストア）・給食用厨房設備工

事・院内学級情報用配線工事・医療関連機器

等設置工事）が記載されておりますが，これ

らの各工事の契約を一括して行う場合に

は，引渡し時期が異なる工事については横

須賀市新市立病院建設工事契約約款第５４

条に定める部分引渡しとして取扱うものと

本業務期間内に実施する関連工事に関する部

分を工事の完成前に引渡しを受けるべきことを

指定した部分とすることは、現時点では想定し

ていません。 



理解してよろしいでしょうか。 

53  

要求水準書_P18-19_第 3章_第 2節(12)②開

発行為にかかる造成等 

 

本工事は開発行為として開発許可を受ける

と考えますが、具体的にはどの工事が該当

すると考えればよろしいでしょうか。 

一体的な切土及び盛土で高さが２メートルを

超えるものに該当します。 

54  

要求水準書 第３章第３節 １）要求水準の

変更事由 

 

「発注者は、事業期間中に要求水準を見直

し、その変更を行うことがある。～見直しに

伴って要求水準書が変更されるときは、こ

れに必要な契約変更について協議を行うも

のとする。」との記載がございますが，事業

期間中の要求水準の変更など受注者が工事

施工者として善良な管理者としての注意義

務を果たしても予見・管理することが困難

な事象により工事内容や工程，施工計画等

に影響が生じた場合には，これに伴う契約

期間及び契約代金額の変更対象となると理

解してよろしいでしょうか。 

契約約款第 23 条及び第 32 条の規定に基づき

判断させていただきます。 

55  

要求水準書 第 1章_第 3節 4)その他 

 

神明公園の改修の概要を教えていただくこ

とは可能でしょうか。 

神明公園の改修の詳細は現時点で決まって 

いません。 

56  

要求水準書_P26_第 4章_第 1節_13 

技術提案資料等の提出について_P2 

低入札価格調査実施要領 

 

開札日までに提出できるように準備する参

考内訳明細書については VE前工事価格、VE

後工事価格の両方を用意しておくとの考え

で宜しいでしょうか。 

 

ＶＥ後の参考内訳明細書をご用意ください。 

57  

要求水準書_P26_第 4章_第 1節_13 

技術提案資料等の提出について_P2 

低入札価格調査実施要領 

 

低入札調査で使用する参考内訳明細書は VE

前工事価格の参考内訳明細書。落札者が契

貴見のとおりです。 



約後に速やかに提出する参考内訳明細書は

VE後工事価格の参考内訳明細書との考えで

宜しいでしょうか。 

58  

要求水準書_P26_第４章第１節 １４）イン

フレスライド条項の適用 

 

「横須賀市新市立病院建設工事契約約款第

39条第６項に規定するインフレーションが

生じた場合の契約代金額の変更について

は、本市が定めるインフレスライド条項の

適用基準によるが、～」との記載がございま

すが，横須賀市様のホームページ上では確

認できませんでした。適用される指数、基準

についてご教示ください。 

横須賀市ホームページ（ホーム＞市政情報＞

入札・契約・検査＞入札の広場＞入札・契約情報

＞入札情報ポータルサイト（外部サイト）＞入

札制度関連情報＞インフレスライド条項の運用

基準）をご覧ください。 

59  

要求水準書 第 4章第 2節 2)(2)① 

 

実施設計業務に意図伝業務がありません

が（98号別添第一第 1項第 3号の記載なし

ですが）、意図伝達業務は不要でしょうか。 

今回、設計者と工事施工者は同一の事業者と

なりますので、設計者から工事施工者に対する

設計意図の伝達に関する業務は想定していませ

ん。 

60  

要求水準書 第 4章第 2節 2)(2)⑨と⑫ 

 

各種説明会の協力について、費用算出のた

め、具体の想定業務内容をご提示いただけ

ますでしょうか。また、説明会での提出資料

の分量をご教授いただけますでしょうか。 

貴社において一般的な工事において施主並び

に近隣に対して行うものを想定してください。 

61  

要求水準書第４章第２節 ２）（２）⑭対象

外とする業務との調整業務 

 

「受注者は、本工事の対象外とする業務に

関する調整を行い、対象外とする業務の内

容について設計に反映すること。また、対

象外とする業務も含め、関係法令等への適

合を確認すること。」との記載がございま

すが，受注者にて対象外とする業務の全て

を把握することは困難であることも踏ま

え，対象外とする業務の関係法令等への適

合の確認についてはご容赦いただけません

でしょうか。 

要求水準書に記載のとおりとなります。 

62  

要求水準書 第 4章第 2節 2)(2)⑰ 

 

実施設計終了後の変更対応について、変更

があった場合は、別途ご精算いただけると

考えてよろしいでしょうか 

実施設計業務の期間は契約約款第 20 条第１

項の定めによりますので、実施設計終了後の変

更は無いものと考えます。 



63  

要求水準書第４章第２節 ４）成果物の取扱

いについて 

要求水準書第４章第３節 ５）（４）完成図

等 

添付資料－５ 実施設計に係る成果物一覧 

 

「提出されたＣＡＤデータについては、対

象外とする業務等の請負業者に貸与し、当

該工事等における施工図の作成、当該施設

の完成図の作成及び完成後の維持管理に使

用することがある。」，「完成図等は公共建築

工事標準仕様書によるほか、ＣＡＤデータ

及びＰＤＦにて提出すること。」，「各成果物

はＣＤ‐Ｒ等によりデータを提出するこ

と。」との記載がございますが，各成果物の

データは弊社の社名を表示したままで内容

の編集及び出力が可能となることから，設

計責任の範囲が曖昧となる恐れがあります

ので，提出についてはご容赦いただけませ

んでしょうか。 

また，やむを得ず提出させていただく場合

には，当該データの利用に伴い損害が発生

した場合には当社は一切責任を負わない旨

を記載した当社所定の受領書をご提出いた

だくことを前提に，受領書の内容について

ご協議いただけませんでしょうか。 

データは提出していただきますが、データの

利用目的、管理方法等の運用及び受注者の免責

事項等については、契約後、協議させていただ

きます。 

64  

要求水準書 第４章第３節 １）（３）①近

隣家屋調査 

要求水準書 第４章第３節 ２）（２）②近

隣への配慮 

 

「工事完了後の近隣家屋調査において、工

事に起因する損傷等が認められた場合は、

本市へ報告の上、受注者が自らの負担によ

り現況復旧すること。」，「～工事中に汚損、

破損した場合の補修及び保証は、受注者の

負担において行うこと。」，「～万一発生した

苦情その他については、受注者を窓口とし

て、工程に支障をきたさないように対処す

ること。」，「～工事により周辺地域に水枯れ

等の被害が発生しないように留意するとと

もに、万一発生した場合には、受注者の責任

において対応すること。」との記載がござい

ますが，工事に起因する近隣等への損害・苦

契約約款第 42 条に基づき判断させていただ

きますが、受注者は要求水準書の記載を踏まえ

た相応の善管注意義務を負っていることが前提

となります。 



情処理などにおきましては，横須賀市新市

立病院建設工事契約約款第４２条の定めに

従って発注者様と受注者が適切に責任分担

するものとし，発注者様の責に帰すべき事

由及び受注者が善良な管理者としての注意

義務を果たしても避けることが困難な事由

により発生したものについては，発注者様

の責任と負担で対応いただくものとさせて

いただけませんでしょうか。 

65  

要求水準書_P31-32_第 4章_第 3節 2)_(2)_

① 

 

「受注者は原則として休日(休日を定める

条例(平成元年横須賀市条例第 10 号)に規

定する休日等(以下「休日」という。))は作

業を行わないこと。」との記載がございます

が、日曜日及び土曜日、国民の祝日に関する

法律(昭和 23年法律第 178号)に規定する休

日は作業を行うことができないという認識

で宜しいでしょうか。 

 

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成

31年版（平成 31年３月 26日 国営建技第９号）

１章３節 1.3.5の規定によりご判断ください。 
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要求水準書第４章第３節 ２）（２）②近隣

への配慮 

 

「受注者は、着工に先立ち、近隣住民との調

整及び調査等を十分に行い、工事の円滑な

進行と近隣の理解及び安全を確保するこ

と」，「受注者は、適切な近隣説明等により

周囲の理解を得て、工事の円滑な進行を図

ること。」との記載がございますが，近隣説

明等については，施工者として協力いたし

ますが，近隣の了解は建築主である発注者

様が主体となって得ていただくものと理解

してよろしいでしょうか。 

建築計画に関する事項につきましては発注者

が主体となるものと考えていますが、施工に関

する部分等につきましては受注者が主体となる

ものと考えます。 

67  

要求水準書_P29_⑮病院へのヒアリング業

務 

 

要求水準書の実施設計業務に⑮病院へのヒ

アリング業務の記載がありますが、病院要

望により要求水準図から大きな変更がある

場合は、提案した全体工期に関わらず、行政

手続及び開院が遅れるものと理解してよろ

しいでしょうか。 

契約約款第 33 条に基づき判断させていただ

きます。 



68  

要求水準図 各所 

 

要求水準図の各所にある”性能”に関する記

載について，受注者はご趣旨に沿った提案

となるよう努めますが，提案した内容の採

否につきましては，要求条件等を実現する

ための必要事項が充足していることを含め

て，発注者様にご確認いただいたうえで決

定されるものであることを前提としており

ますので，ご確認いただいた図面通りに施

工しても確保できない性能については，受

注者が保証するものではないと理解してよ

ろしいでしょうか。 

契約約款第 24 条及び契約約款第 59 条基づき

判断させていただきます。 
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参考資料 01_参考図_P367_行政手続スケジ

ュール 

要求水準書_P25_第 4 章第 1 節 11)_官公署

その他への手続き等 

 

全体工程、技術提案の検討をするにあたり、

技術提案等提出前に、入札参加者が横須賀

市の各担当課（建築指導課や都市部開発指

導課等）に本業務の申請手続き(スケジュー

ル等)の問合せをすることは可能でしょう

か 

参考資料 01_参考図_P367_行政手続スケジュ

ールは基本設計の際、許認可担当部署と協議を

行い作成したものです。こちらを参考に全体工

程の検討を行ってください。なお、行政手続法

第６条及び横須賀市行政手続条例第５条第１項

に規定する標準処理期間(申請が到達してから

当該申請に対する処分をするまでに通常要すべ

き標準的な期間）につきましては、本市のホー

ムページ上に掲載しておりますので、参考とし

てください。 

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/ 

reiki/reiki_honbun/g204RG00000030.html 

70  

添付資料-01_要求水準図_P37_（24）身障者

支援設備 

 

身障者支援設備を設置する範囲は、1～3階

の共用部に面しているエリアと考えてよい

でしょうか。 

要求水準書_P17 _(8)バリアフリー計画に準

拠してください。 

71  

添付資料 01_要求水準図_P32-43 

 

海岸線より 900m 程度離れていますが重耐

塩害は必須でしょうか。もしくは耐塩害仕

様の採用は不可でしょうか。 

要求水準図のとおり、ご計画ください。 
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添付資料 01_要求水準図_P38-47 

 

配管材・ダクト材は具体的な指定は無いと

考えて宜しいでしょうか。ご指定有ればご

教示ください。 

要求水準を満足するよう、ご計画ください。 



73  

添付資料 01_要求水準図_P39_（1)_給水設備

計画 

 

受水槽、雑用水槽の残留塩素濃度維持装置

は、滴下式と考えて宜しいでしょうか。 

現時点で残留塩素濃度維持装置の仕様は決定

しておりません。適宜ご判断ください。 
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添付資料 01_要求水準図_P39_（2）_給湯設

備計画 

 

第 6 節 給排水衛生設備計画の給湯設備計

画には、「予熱槽を設け、コージェネレーシ

ョン廃熱を有効に活用」とありますが、第 7

節 空調換気設備計画の熱源設備計画の図 1

内には、給湯予熱熱交とあります。予熱槽が

正と考えて宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 
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添付資料 01_要求水準図_P44_（1)_熱源設備

計画 

 

第 7 節 空調換気設備計画の熱源設備計画

の図 1 内に、給湯負荷の前に熱交がありま

すが、参考資料の熱源フロー図の通り、蒸気

コイル付き貯湯槽と見受けられます。蒸気

コイル付き貯湯槽と考えて宜しいでしょう

か。 

貴見のとおりです。 
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添付資料 01_要求水準図_P41_（4）_排水設

備計画 

 

ヘリポートにガソリントラップは必要あり

ませんでしょうか。必要な場合は、容量をご

教示ください。 

要求水準図_第２章_計画図_P65に記載のとお

り、ガソリントラップを設置する計画としてい

ます。なお、容量については、国土交通省東京航

空局空港部管理課発行の「ヘリポート設置計画

の進め方」に沿ってご計画ください。また、ヘリ

コプターの想定機種については、要求水準書 P14

に記載しております。 

77  

添付資料 01_要求水準図_P40_（3）_衛生器

具設備計画 

 

衛生器具の台数は、要求水準図 第 2 章 計

画図の台数が正と考えて宜しいでしょう

か。 

参考資料-01_参考図_各種什器・医療機器配置

計画図を衛生器具の台数を概算するための補足

資料として、参照ください。 

78  

添付資料 01_要求水準図_P46_（6）_自動制

御設備計画  

 

自動制御設備計画にて、計量計画に冷却塔

補給水量がありますが、計量箇所は、冷却塔

補給水槽への上水補給水と冷却塔ブロー双

方に設置すると考えて宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 



79  

添付資料 01_要求水準図_P47_③計量計画 

 

計量計画の水使用量にテナント使用量があ

りますが、テナントは、売店とレストラン

（厨房含む）のみと考えて宜しいでしょう

か。 

テナントは、１階コンビニエンスストアと 

６階レストランとなります。 

80  

添付資料 01_要求水準図_P47_③計量計画 

 

計量計画の水使用量にテナント使用量があ

りますが、レストラン（厨房含む）の給湯

は、往・還にメーター設置と考えて宜しいで

しょうか。 

貴見のとおりです。 
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添付資料 01_参考図_P292_ 給水・給湯・ガ

ス配管フロー図 

 

参考資料にて、売店に中央式給湯を供給し

ていますが、貯湯式の電気温水器による個

別給湯とすることは可能でしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 
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添付資料-02_工事区分表_P1 

 

MRI シールド工事が別途となっていますの

で、MRI室内装及び建具（扉・観察窓）も別

途工事と考えてよろしいでしょうか。 

開口補強までは本工事となりますが、内装及

び建具（扉・観察窓）は別途工事となります。 
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添付資料-02_工事区分表_P3 

 

PPE ホルダーの壁下地が本工事となってお

りますが、設置箇所をご教示ください。ま

た、PPE用収納家具は全ての病室で見込むこ

とでよろしいでしょうか。 

詳細は、実施設計の際に病院へのヒアリング

で決定することとしますが、現時点では、ＰＰ

Ｅホルダーは外来の各ブースや処置室等に、Ｐ

ＰＥ用収納家具は全ての病室で見込んでくださ

い。 
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添付資料-02_工事区分表_P2 

 

携帯不感知対応設備は別途工事とあります

が、一次電源供給も別途と考えてよろしい

ですか。 

貴見のとおりです。 
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添付資料-02_工事区分表_P4 

 

工事区分表では、テナント工事および給食

用厨房工事は、一次側給排水供給は建設工

事、とありますが、区画内突出しまでと考え

て宜しいでしょうか。 

配管接続が可能な余長を確保のうえ、端末はキ

ャップ止めとしてください。 
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添付資料 01_要求水準図_P42_（4）_排水設

備計画 

 

貴見のとおりです。 

その他必要な設備と必要台数については、実

施設計段階での検討となります。 



RI処理設備は、RI排水処理設備のほかに、

RI排気放射線モニタリング設備、RI 部門内

のγ線エリアモニタ、ハンドフットクロズ

モニタ、中央監視装置を含むと考えて宜し

いでしょうか。その他必要な設備と必要台

数をご教示ください。 
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添付資料 01_要求水準図_P42_（6）_医療ガ

ス設備計画  

 

医療ガス設備計画にて、エジェクター吸引

方式を採用し、とありますが、感染系吸引設

備は不要と考えて宜しいでしょうか。 

感染系吸引設備に関しては、実施設計段階で

の検討となります。 

88  

添付資料 01_要求水準図_P46_（6）_自動制

御設備計画 

 

自動制御設備計画にて、計量計画のガス使

用量にて、熱源機器ごと有りますが、蒸気ボ

イラは、全台数まとめた計量と考えて宜し

いでしょうか。 

要求水準図のとおり、ご計画ください。 
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添付資料 01_要求水準図_P44_③空調方式 

 

個別分散空調の冷媒に指定はありますか

（410A等）。また冷媒漏洩対策のガイドライ

ン（JRA GL-13:2012）を遵守する必要はあ

りますか。冷媒漏洩計算により対策が必要

な場合には遮断弁、警報等の対策を見込む

必要がありますか。 

要求水準を満足するよう、ご計画ください。 
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添付資料 01_要求水準図_P44_③空調方式 

 

冷暖同時型空調方式採用エリアは参考資料

の空調ゾーニング図の通りと考えて宜しい

でしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 
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添付資料 03_申請手数料一覧  

 

申請手数料として、計画通知、仮使用許可申

請、計画変更 2 回、中間検査 1 回の申請手

数料は不要と考えてよろしいでしょうか。

また、ご記載以外の申請等手数料が発生し

た場合は、別途ご精算いただけると考えて

よろしいでしょうか 

計画通知、仮使用認定申請、計画変更通知に

ついては特定行政庁に対する申請手数料は不要

であり、計画通知による確認済証の交付を受け

た建築物については中間検査を行う必要はあり

ません。 

また、添付資料-３ 申請等手数料一覧に記載

したもの以外に申請等手数料が発生した場合の

扱いは、要求水準書 第４章第１節 11）により

ます。 



92  

添付資料-01_要求水準図_P56-65_第 4 節 

平面図（各階） 

 

平面図において手洗い等の水回りのレイヤ

ーが表示されていないものと考えます。

10/26の「要求水準書に関する添付資料の一

部（案）」における一般図をもとに見積るこ

とでよろしいでしょうか。 

参考資料-01_参考図_各種什器・医療機器配置

計画図を衛生器具の台数を概算するための補足

資料として、参照ください。 
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添付資料-02_工事区分表_P1 

 

天井付点滴レール・点滴フックは本工事と

記載がありますが、病室・ICU・SCU、他全て

のベッドに見込むと考えて宜しいでしょう

か。 

詳細は、実施設計の際に病院へのヒアリング

で決定することとしますが、現時点では、ベッ

ド又はストレッチャーにおいて診察することが

想定される部分、ストレッチャーを用いて患者

搬送を行う際、ストレッチャーが滞留すること

が想定される部分、病室、ＨＷＣ、誰でもトイ

レ、病棟における患者用トイレに見込んでくだ

さい。 
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添付資料-01_要求水準図_P56-65_第 4 節 

平面図（各階） 

 

日本建築センターの防災評定を受けるにあ

たり、各階の避難バルコニーは必要な条件

と考えてよろしいでしょうか。 

防災評定を受けるにあたり、必要な条件では

ありません。 

しかし、「新・建築防災計画指針（1975年公表、

1995年改訂）」を基に、基本設計としては病院用

途という観点からバルコニーを設置することで

他の区画へ避難する考えとしております。 
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添付資料-01_要求水準図_P56-65_第 4 節 

平面図（各階） 

 

各階の避難バルコニーは所轄消防の要求事

項と考えてよろしいでしょうか。 

所轄消防からの要求事項ではなく、要望事項

となります。 

ただし、外周全面にバルコニーを設置しない

場合は、消火活動用空地に対して詳細な協議が

必要となります。 

96  

参考資料-01_要求水準図 P.31 8)免震デバ

スの選定 

 

免震デバイスの選定方針において、減衰材

として高減衰積層ゴムの記載がありません

が、高減衰積層ゴムは冗長性を確保できる

減衰材とは見みなさないということでしょ

うか。 

基本設計としては、高減衰積層ゴムとオイル

ダンパーのみの減衰に期待するような計画とす

ることは望ましくないと考えて設計しておりま

す。 

なお、参考図は基本設計図書の作成が完了し

た時点において、当該基本設計図書に基づく建

築工事に通常要する費用を概算するための補足

資料です。 

97  

参考資料 01_参考図_P367_行政手続スケジ

ュール 

 

医療コンサルが、2021/04より業務開始予定

とありますが、提案工程実現のための与条

件（医療機器の諸元等）は、提案工期に合わ

せてご提示いただけると考えてよろしいで

しょうか。 

提案工程実現のための与条件の提示時期につ

いては、医療コンサルタントとの協議によりま

す。 

また、提示が遅れた場合は契約約款第 35条第

１項の規定に基づき、契約期間の延長を求める

ことができ、契約代金額の変更については契約

約款第 37 条の規定に基づき協議させていただ

きます。 



提示が遅れた場合は、提案工期にかかわら

ず工程が延伸可能と考えてよろしいでしょ

うか。または、与条件が未確定につき、構造

評定等の変更ありきで申請した場合、変更

に係る申請手数料・諸経費を別途ご請求で

きるものと考えてよろしいでしょうか。 

98  

参考資料-01_P85～89_厨房機器資料 

  

参考図から読み取れる仕様や容量を参考と

して宜しいでしょうか。（例えば厨房器具資

料に記載の電源容量など）。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

99  

参考資料-5埋蔵文化財調査報告(抜粋) 

添付資料 4-1 要求水準図_第 1章_第 2節 1)

敷地条件(1)(2) 

要求水準書第 2 章_第 2 節 4)埋蔵文化財状

況 

 

蓼原遺跡、蓼原古墳についての官庁との事

前協議は行われているのでしょうか。行わ

れていれば、その内容、結果をご教示くださ

い。 

添付資料－１ 要求水準図第１章第２節１）

（１）及び（２）並びに参考資料－１ 参考図第

４章３）をご確認ください。 
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参考資料-9 地質調査業務委託報告書(令

和 2年) 

要求水準書第 2章_第 2節 3)土壌汚染状況 

 

本工事対象用地には、土壌汚染が疑われる

工場、事業所の設置履歴はないとのことで

すが、実際に土壌分析をした結果、指定処分

場の受け入れ条件に合わなかった場合に

は、かかる費用の増分については追加費用

と考えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 
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参考資料 01_参考図_P367_行政手続スケジ

ュール 

 

計画通知の手続き期間を１０ヵ月確保す

るスケジュールとなっていますが、この期

間を短縮する提案は「全体工期短縮」として

は有効と見なされないと考えてよろしいで

しょうか。 

全体工期短縮対象は、事業期間 48ヶ月となり

ます。 
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要求水準書 P35 

 

化学物質の濃度測定について､測定箇所数･

測定回数を御指示下さい｡ 

要求水準書 P35 に記載のとおり、測定個所数

は内装タイプごととし、基本設計では 26室を想

定しておりますが、ご提案の計画に必要な室内

濃度測定を見込んでください。 



なお、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

１章５節のとおり、実施設計図書に特記する必

要があります。 
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参考資料-01_参考図_P98-107 

法チェック図 

 

区画図に「排煙告示区画」など、一般的な法

規上は不要とみられる内容がありますが、

横須賀市特有の指導があり、遵守しなけれ

ば計画通知の手続きに支障があると考えて

よろしいでしょうか。 

「排煙告示区画」等、法令に用語が定められて

いないものは基本設計者が名称を付けており、

H12建設省告示第 1436号については横須賀市の

取扱いを考慮しております。 

なお、横須賀市の建築基準法による取扱いは

横須賀市建築基準法関係取扱集又は神奈川県建

築行政連絡協議会のホームページをご確認くだ

さい。 

また、参考図は基本設計図書の作成が完了し

た時点において、当該基本設計図書に基づく建

築工事に通常要する費用を概算するための補足

資料です。 
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参考資料-01_参考図_P98-107 

法チェック 

 

区画図に避難経路を天井内区画しているな

ど、一般的な法規上は不要とみられる内容

がありますが、横須賀市特有の指導があり、

遵守しなければ計画通知の手続きに支障が

あると考えてよろしいでしょうか。 

基本設計者の考えとなっております。 

なお、横須賀市の建築基準法による取扱いは

横須賀市建築基準法関係取扱集又は神奈川県建

築行政連絡協議会のホームページにて、ご確認

ください。 

また、参考図は基本設計図書の作成が完了し

た時点において、当該基本設計図書に基づく建

築工事に通常要する費用を概算するための補足

資料であり、法令を満たすだけでなく、基本設

計者の考えも含まれております。 
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参考資料-01_参考図_P98-107 

法チェック 

 

参考資料１の区画図に水平防火区画による

「籠城区画」があり、一般的な法規には無い

内容がですが、防災評定上、遵守しなければ

計画通知の手続きに支障があると考えてよ

ろしいでしょうか。 

「籠城区画」とは防災評定における避難上の区

画等を基本設計者が名称を付けたものとなりま

す。 

なお、防災評定は建築基準関係規定ではござ

いません。 

また、参考図は基本設計図書の作成が完了し

た時点において、当該基本設計図書に基づく建

築工事に通常要する費用を概算するための補足

資料です。 
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参考資料-01_参考図_P356_主要室諸元表 

 

主要室諸元表内の内部負荷は照明負荷とコ

ンセント負荷の合計値で良いでしょうか。

人員負荷は別途見込むということでよろし

いでしょうか。 

内部負荷はコンセント負荷を想定していま

す。照明負荷と人員負荷は別途見込む計画とし

てください。 
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参考資料-01_参考図_P356_主要室諸元表 

 

人員密度について想定あれば指示下さい。

空調設備編ＨＥＡＳ-02-2013を参考にご検討

ください。 



また、1 人当たり外気量は 25m3/h・人でよ

ろしいでしょうか。 

108  

参考資料-01_参考図_P356_主要室諸元表 

 

冷却室、再加熱室、食品庫等の室内温湿度条

件を指示頂けないでしょうか。また、冷却室

等で中温用エアコンの導入が必要な室はあ

りますでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 
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参考資料-01_参考図_P85_厨房機器資料 

 

再加熱室の発熱量は電気容量の半分程度と

考えて宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。要求水準を満足すれば、参考図に記載した

事項は順守する必要はありません。 

110  

参考資料-01_参考図_P356_主要室諸元表 

 

3F UPS室の発熱量をお教え下さい。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 
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参考図の扱い 

 

要求水準を満足すれば、参考図に記載事項

は順守すべき事項と考えなくてよろしいで

しょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。要求水準を満足すれば、参考図に記載した

事項は順守する必要はありません。 

112  

技術提案資料等の提出について_P2 

 

3月 12日に提出する（様式第 19号）入札書

は 1 部とあります。提出する入札書に記載

する金額は（様式第 20-2号）積算内訳書（VE

後）の工事価格（合計）との考えで宜しいで

しょうか。 

貴見のとおりです。 

113  

技術提案資料等の提出について_P2 

（様式第 20-1号）積算内訳書（VE前） 

（様式第 20-2号）積算内訳書（VE後） 

 

エクセルデータの印刷欄外部のテキストボ

ックスに「工事価格が入札金額と異なると

き、又は記載がないときは落札者になるこ

とができませんのでご注意ください。」とあ

りますが（様式第 19号）入札書の提出は 1

部とあります。 

テキストボックス適用は（様式第 20-2）積

算内訳書（VE後）のみとの考えで宜しいで

貴見のとおりです。 



しょうか。 

114  

特定建設工事共同企業体協定書（乙）_第 7

条 

 

「自己の名義をもって」を削除してよろし

いでしょうか。 

国土交通省工事並びに県内自治体工事の乙

型 JVで実績があります。 

提示した特定建設工事共同企業体協定書（乙）

を使用してください。 
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要求水準の扱い 

 

要求水準に記載事項をさらに良い形でご提

案できると考えた場合のＶＥ提案は可能と

考えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

116  
参考資料の構造の参考図作成に際して使用

した電算データがあればご提示ください。 
提示した資料を基にご検討ください。 

117  

要求水準書において求められる建物の性能

については、あくまで『要求水準書』およ

び『添付資料』に規定されたものを標準と

し、今回配布された『参考資料』はあくま

で参考資料という扱いで宜しいでしょう

か。 

貴見のとおりです。 

118  

添付資料-01 要求水準図 P-2 1)(1)に「建

築物又は工作物と古墳の取り合いの計画に

ついて、古墳との離れは最小２ｍ程度で計

画する必要がある。」、「古墳上部の現状地

盤から深さ１～２mまでの計画であれば問

題ないとされている」、同頁 1)(2)「埋蔵

文化財発掘される可能性はかなり低いとさ

れている」や、要求水準書 P-35 ⑩に「受

注者は、文化財保護法に基づく通知を行

い、神奈川県教育委員会からの指導事項の

通知に従い施工を行うこと。」とありま

す。工事にあたり要求水準通り施工したに

も係わらず、埋蔵文化財の保護が必要とな

った場合、文化財の保護等の費用は別途ご

精算頂けると考えても宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

119  

添付資料-01 要求水準図 P-7の配置計画に

おける配置方針については、病院本棟の建

物位置は変えずに、周辺建屋や車両動線を

変更するなどの提案については可能でしょ

要求水準及び法令等を満たしたうえでのご提

案は可能です。 



うか。 
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添付資料-01 要求水準図 P-17における PH

階について、パラペット天端高さは 34.0

ｍ程度に抑える等、規定されております

が、ヘリポートの進入に支障がない範囲

で、部分的にパラペット高さを高くするこ

とは可能でしょうか。 

ヘリポートの進入だけでなく、要求水準及び

法令等を満たしたうえでのご提案は可能です。 
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添付資料-01 要求水準図 P-20における外

部仕上概要において、外壁 ECPt75とあり

ますが、要求水準をあくまで性能発注とし

て、部位によっては厚みを（t75⇒t60）下

げて宜しいでしょうか。 

要求水準及び法令等を満たしたうえでのご提

案は可能です。 
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添付資料-01 要求水準図 P-25における将

来対応の考え方の 3階「器材庫⇒手術室

１」「倉庫⇒脳磁図撮影」については、今

回鉛防護対応はしないという解釈で宜しい

でしょうか。 

貴見のとおりです。 
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添付資料-01 要求水準図 P-30 7）設計クラ

イテリア（1）病院本棟「病棟部門、診

療・手術部門の応答加速度」に関する記載

がありますが、「病棟部門、診療・手術部

門」とは、1～6階のことであり、7階、R

階に応答加速度のクライテリアはないと考

えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

124  

添付資料-01 要求水準図 P-31 8）免震デバ

イスの選定（3）減衰材の選定について に

おいて、減衰材の指定がありますが、①～

⑤に該当していない、弾性すべり支承が、

参考資料-01 参考図 P-177の免震装置配置

図に記載されています。参考図 P-162 1）

免震構造計画概要 ④その他 ii)弾性すべ

り支承(SSR)では「減衰力が発揮する」と

いう記述がありますが、要求水準図 P-30 

7）設計クライテリアを満足することがで

きれば、要求水準図に記載のない減衰材を

使用してもよろしいでしょうか。 

基本設計は免震層周期の関係で一部弾性滑り

支承を用いた検討を行っておりましたが、減衰

を期待する部材とした検討を行っておりませ

ん。また、要求水準図に「２～３種類の減衰材を

用いて冗長性に配慮すること」と記載しており

ますので、ご確認ください。 
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添付資料-01 要求水準図 P-31 8）「免震デ

バイスの選定（3）減衰材の選定につい

て」において、「2～3種類の減衰材をして

冗長性を確保すること。」とありますが、

要求水準図 P-30 7）設計クライテリアを

２～３種類以上とお考え下さい。 



満足することができれば、1種類または 4

種類以上の減衰材で免震システムを構成し

てもよろしいでしょうか。 

126  

添付資料-01 要求水準図 P-34にて非常用

発電機の燃料小出槽が 1台との記載があり

ます。また、参考資料-1 参考図 P-259で

は燃料小出槽が 2台で計画されておりま

す。屋上設置のため非常用発電機の 1日当

たりの燃料消費量を指定数量 10倍未満と

し、各々の離隔を確保する必要があるの

で、燃料小出槽は 2台での計画と考えて宜

しいでしょうか。 

貴見のとおりです。なお、添付資料-01要求水

準図 P-34は、小出槽１台あたりの容量として記

載しております。 
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添付資料-01 要求水準図 P-36にてナース

コール設備の病室廊下灯が代表廊下灯との

記載があります。また、参考資料-01参考

図 P-277では液晶表示灯で計画されており

ます。要求水準図を正として、代表廊下灯

として宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 
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添付資料-01 要求水準図 P-41の人工透析

排水、ボイラ排水及び高温排水について、

PH電極の自動校正・洗浄を自動連続的に

行える機能とありますが、対応できる主要

メーカーは 1 社のみと思われますので、競

争性の観点から、記載を削除することは可

能でしょうか。 

要求水準図のとおり、ご計画ください。 
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添付資料-01 要求水準図 P-42の医療ガス

設備計画について、高気圧酸素治療室に装

置用酸素アウトレットを設置とあります

が、使用量はどの程度でしょうか。 

想定使用量は 1,000L/minです。 

ただし、実施設計にて、病院との打合せを行

い、流量の確認を行う必要があります。 

130  

添付資料-01 要求水準図 P-44の空調方式

では、一般系統外調機の能力は等エンタル

ピ（19.8℃DB）まで冷却可能となっていま

すが、参考資料-01 参考図 P-348の熱源容

量の算定では室温（26℃DB）までとなって

おります。室温までの冷却能力で宜しいで

しょうか。等エンタルピまで冷却の場合、

外調機の能力および熱源容量の能力が不足

しています。変更する場合は、熱源容量を

指示してください。 

熱源容量の算定において、一般系統外調機の

冷却能力は室温までとします。 

ただし、実施設計にて、病院との打合せを行

い、流量の確認を行う必要があります。 
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添付資料-01 要求水準図 P-44の設計用室

内条件（冬期）では、病室 23℃DB、外来

24℃DB、手術ホール 22℃DBとなっていま

すが、参考図 P-348熱源容量の算定では、

貴見のとおりです。 



病室 24℃DB、外来 22℃DB、手術ホール

24℃DBとなっており整合していません。

また、それ以外の部門でも剖検、病理、細

菌は HEAS-02-2013の室内条件と異なりま

す。要求水準図 P-44の設計用室内条件を

正として、それ以外は HEAS-02-2013 を正

として宜しいでしょうか。 

132  

添付資料-01 要求水準図 P-45の空気清浄

度設定、及び参考資料-01参考図 P-352空

調換気システム概念図で、薬剤部門の無菌

製剤室に前室が設けられているにもかかわ

らず、一般空調となっています。クラス

10,000程度の設定でクリーン PACが必要

と考えて宜しいでしょうか。 

実施設計を行ううえで病院機能上、必要と考

えられる部分については、適宜ご判断ください。 
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添付資料-01 要求水準図 P-45の空気清浄

度設定、参考資料-01参考図 P-352の空調

換気システム概念図で、化学療法部門の無

菌室に前室が設けられているにもかかわら

ず、一般空調となっています。クラス

10,000程度の設定でクリーン PACが必要

と考えて宜しいでしょうか。 

実施設計を行ううえで病院機能上、必要と考

えられる部分については、適宜ご判断ください。 

134  

添付資料-01 要求水準図 P-47の中央監視

設備について、省エネルギーセンターの管

理標準システムを利用した管理システムを

構築することとありますが、どのようなシ

ステムなのか具体的にご教授願います。 

Excel 上で動作する省エネセンターの EneCAT

とそれと連携する中央監視サーバーと直接接続

する Excel ベースの汎用性の高いエネルギーマ

ネジメントシステムを想定しております。 

135  

添付資料-01 要求水準図 P-56のピット階

平面図において、各種ピットは、使用上問

題が生じない場合に限り、建物内での移動

または建物外に設置してもよろしいでしょ

うか。 

要求水準及び法令等を満たしたうえでのご提

案は可能です。 

136  

添付資料-01 要求水準図 P-70リニアック

棟一般図、遮蔽鉄板厚 500㎜・躯体厚等に

ついては、遮蔽計算等の性能を確定する資

料がございませんでした。遮蔽鉄板厚 500

㎜・躯体厚等については、今回の要求水準

としての見積条件とすることで解釈しても

宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

137  

添付資料-01 要求水準図における外構解体

キープラン・解体図に規定されている内容

について、図面上表記されていない撤去物

が生した場合は、別途精算と解釈して宜し

いでしょうか。 

約款第 23 条に基づき判断させていただきま

す。 



138  

要求水準書 P-17（7）の防災計画 におい

て、病棟における外周バルコニーは、防災

計画上要求されておりませんが、参考資料

-01参考図 P-94 矩計図-1を参照して設け

るということでよろしいでしょうか。 

添付資料‐1：要求水準図 第１章第３節 

３）及び４）等をご参照ください。 

139  

要求水準書 P-24（2）要求水準確認計画書

の作成「①受注者は速やかに要求水準確認

計画書を作成し」とありますが、速やかに

とは具体的にいつ頃を考えていますでしょ

うか。 

明確には定義しませんが、以降の業務に滞り

が出ないタイミングまでにとご解釈ください。 

140  

要求水準書 P-24の 6）技術提案及び VE提

案の確認（2）技術提案等実施計画書の作

成「①受注者は契約締結後速やかに技術提

案等実施計画書を作成し」とありますが、

速やかにとは具体的にいつ頃を考えていま

すでしょうか。 

明確には定義しませんが、以降の業務に滞り

が出ないタイミングまでにとご解釈ください。 

141  

参考資料-01 参考図 P130~161議事録です

が、決定事項・未決事項についての記載が

ございません。保留検討事項として記載さ

れている部分についてのみ実施設計におけ

る確認・調整事項とし、議事録により要望

されており基本設計図に反映されていない

項目・諸室・要求水準項目については、入

札条件には反映しないということで宜しい

ですか。 

参考資料としてご認識ください。 

142  

参考資料-01 参考図 P-163(2)免震装置の比

較表では、「実施設計では令和元年度実施

の地質調査に加え、令和 2年度実施の地質

調査の PS検層や N値の下がる中間層(GL ｰ

12~16m付近以深のシルト層)での圧密試験

結果を考慮し、地盤調査を加味した地震波

の作成及び検討を行うこと。」と記載があ

りますが、本敷地の特性を考慮したサイト

波があればご提示ください。 

提示した資料を基にご検討ください。 

143  

参考資料-01 参考図 P-163(2)免震装置の比

較表では、サイト波 Kanto、Miura、

Kanto2の凡例がありませんが、サイト波

は考慮されていないと判断して宜しいでし

ょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

144  

参考資料-01 参考図 P-165 3)基礎構造計画

概要(2)支持層及び基礎形式の 10行目に

「実施設計での最終的な杭長の決定、地盤

反力係数を加味した地震時検討による杭断

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ



面の決定については、令和 2年度の地質調

査結果を基に詳細検討を行う方針とす

る。」とありますが、参考図作成時の杭検

討用設計荷重、杭設計用地盤反力係数等が

あればご提示ください。 

さい。 

145  

参考資料-01 参考図 P-179~183の 2～6階

伏図の外部階段周囲の小梁（B1、CB1）

は、鉄骨鉄筋コンクリート梁ですが、振動

等の使用上に問題がなければ、鉄骨造とし

てよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

146  

参考資料-01 参考図 P-283~286にモダリテ

ィの電源容量が記載されておりますが、参

考資料-10主な医療機器諸元表に記載され

ている電源容量と不整合がございます。参

考資料-10の電源容量が正と解釈して宜し

いでしょうか？ 

参考資料-10について、新病院での設置室が想

定できるのであれば、資料-10を正と解釈してい

ただいても差し支えありません。ただし、実施

設計にて、病院との打合せを行い、設置室及び

電源容量の確認を行う必要があります。 

147  

参考資料-01 参考図 P-315の主要室諸元表

_衛生の CT室 1、CT室 2にクエンチ排気の

記載がありますが不要と考えて宜しいでし

ょうか。 

貴見のとおりです。 

148  

参考資料-01 参考図 P-315の主要室諸元表

_衛生の廊下（トリアージ対応）に医療ガ

ス OVが 24箇所見込まれていますが、要求

水準図 P-23 では 10箇所と記載されていま

す。要求水準図を正としてよろしいでしょ

うか。 

貴見のとおりです。 

149  

参考資料-01 参考図 P-326の空調ゾーニン

グ図で将来対応の手術室 1と手術室 9に

ACP-3-8、ACP-3-9と機器が設置されてい

ますが、器材室用の空調機器と考えて宜し

いでしょうか。同様に手術室 1用の CPU室

1は空調不要で宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

150  

参考資料-01 参考図 P-329の空調ゾーニン

グ図で将来感染病棟のスタッフステーショ

ンは ACP-6-3 の室外機が設定されています

が、外調機ゾーニング図 P-338では ACC-

6-3全外気空調のゾーンになっています。

全外気空調と考えて宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

151  

参考資料-01 参考図 P-351空調換気システ

ム概念図で、剖検部門の臓器保管室のホル

マリン排気が 1階排気となっていますが、

解剖室系統に合流させて屋上排気としなく

て宜しいでしょうか。また、PACエアコン

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 



が設置されていますが腐食も考えられるた

め全外気空調に変更しなくても宜しいでし

ょうか。 

152  

参考資料-01 参考図 P-352の空調換気シス

テム概念図で、呼吸器内科の採痰室に一般

の PACエアコンが設けられていますが感染

対策上、HEPA付きのクリーン PACとする

と考えて宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

153  

参考資料-01 参考図 P-354の空調換気シス

テム概念図で、サーバー室・電気室とも床

吹出し空調の概念図となっていますが、サ

ーバー室のみと考えて宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

154  

参考資料-01 参考図 P-354の空調換気シス

テム概念図で、一般の手術室内にも排気ダ

クトを設置して第 1種換気としています

が、差圧ダンパーを設置して第 2種換気と

することも可能と考えて宜しいでしょう

か。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

155  

参考資料-01 参考図 P-354の空調換気シス

テム概念図で、EHCU及び SCUは中性能フ

ィルターと記載されていますが、フィルタ

ー効率は、JIS比色法 90％以上で宜しいで

しょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

156  

参考資料-01 参考図の空調換気システム概

念図等で、特記なき PACエアコンのフィル

ターは、メーカー標準の粗塵フィルターと

考えて宜しいでしょうか。（HEAS-02-2013

の清浄度クラスで一般清潔区域以下の部

分） 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

157  

参考資料-01 参考図 P-357の主要室諸元表

_空調の空調有無について、風除室（救

急）が有りとなっていますが、冷房時は結

露する恐れがあり、暖房時は隙間風が多く

効果的でないため、パネルヒーターとして

も宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

158  

参考資料-01 参考図 P-357の主要室諸元表

_空調の冬期室内温度について、患者支援

相談室、地域連携室、病歴管理室入退院受

付が 24℃DB となっていますが、HEAS-02-

2013の外来待合エリア同等とし、22℃DB

として宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 



159  

参考資料-01 参考図 P-358の主要室諸元表

_空調の換気回数について、核医学の換気

回数 12回/h となっていますが、添付資料

_01要求水準図 P-42使用各種及び数量と

熱負荷を処理できる換気回数であれば、12

回/h以下でもよいと考えて宜しいでしょ

うか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

160  

参考資料-01 参考図 P-359の主要室諸元表

_空調の備考欄について、呼吸器内科採痰

室は、局所排気装置系統の給排気は単独と

なっていますが、システム概念図の通り、

排気が単独と考えて宜しいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

161  

参考資料-01 参考図 P-360の主要室諸元表

_空調の特殊排気風量について、切出室の

機器が、各種什器・医療機器配置計画図と

整合しておらず、部屋の広さからも配置で

きないと思われます。平面図を正として、

各種什器・医療機器配置計画程度と考えて

宜しいでしょうか。（諸元表の風量の場合

は、熱源容量の概略選定における外調機の

風量も不足しています。） 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

162  

添付資料-02 工事区分表 P-2/4にて入退室

管理設備のカードについて、指定枚数との

記載がありますが、必要な指定枚数をご教

示下さい。 

要求水準図_電気設備計画概要_(15)入室管理

設備計画に記載のとおり、「医師及びスタッフそ

の他職員数を考慮した枚数」を想定しています。

2000枚程度とお考え下さい。 

163  

添付資料-07 に記載の通り、本工事におけ

る神明公園既存樹木の処分・既存工作物の

処分に関しても県土整備部の指定事業者の

指定施設へ搬入すると考えて宜しいでしょ

うか。 

既存神明公園施設内工作物及び外構等の解体

撤去工事も該当いたします。 

164  
汚泥・杭残土に関して受入地の指定は無し

という事で考えて宜しいでしょうか。 
貴見のとおりです。 

165  

低入札価格調査実施要領の「4入札の執

行」に「最も総合評価点が高かった者の積

算内訳書 (VE前)に記載された工事価格

(合計)が基準調査価格を下回った場合は落

札者の決定を保留するものとし、落札者を

後日決定する旨を通知し、入札を終了す

る。」とあります。VE前の入札価格が基準

調査価格を下回った者に対して、低入札価

格調査を実施すると考えて宜しいでしょ 

うか。 

貴見のとおりです。 



166  

VE前入札価格は基準調査価格を下回ら

ず、採用された VEを含めると基準調査価

格を下回った場合、低入札調査の対象とな

るのでしょうか。 

低入札価格調査の対象とはなりません。 

167  

【参考図-建築図 94】 

外周のバルコニー躯体は PCでしょうか？

その場合、PC割付図や単品図等あればご

提示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

168  

【参考図-建築図 94】 

手摺 A StFB 16*50の格子ピッチ、展開図

をご提示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

169  

【参考図-建築図 94】 

手摺 Cの 2F～4Fすべて下端部納まりが切

れて不明の為、ご指示願います 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

170  

【参考図-建築図 94】 

Y1通りの外壁腰壁の断面をご指示願いま

す。 

※外装下地鉄骨が不明のため（耐風梁か？

梯子型のチャンネル鉄骨か？） 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

171  

【参考図-建築図 94】 

手摺 Cの断面・展開図等をご提示願いま

す。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

172  

【参考図-建築図 94】 

地下外周壁の止水版の有無と打ち継ぎ目地

の仕様についてご指示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

173  
【参考図-建築図 95】 

RFLのﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ納まりをご指示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

174  

【参考図-建築図 95】 

6F屋上の大梁上や 4Fの屋上のスラブ段差

などの嵩上げ鉄骨が多く見受けられるの

で、嵩上げ鉄骨図もしくは、数量、標準断

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ



面をご指示願います さい。 

175  

【参考図-建築図 95】 

軒天 A・軒天 Cの天井下地鉄骨の仕様をご

指示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

176  

【参考図-建築図 95】 

質問番号 3同様、外周の腰壁付きバルコニ

ー躯体は PC でしょうか？その場合、PC割

付図や単品図等あればご提示願います。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

177  

【参考図-構造図 177】 

減衰こまの鉄骨取合い納まりと下部 RC基

礎の詳細をご指示ください。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

178  

【要求水準書 第４章 第１節 １３）】 

契約締結後速やかに提出する「科目・細目

を含めた参考内訳明細書」とは、入札等提

出書類のうち、開札日までに提出できるよ

う準備しておくこととされている参考内訳

明細書（書式自由）のことと考えてよろし

いでしょうか。 

貴見のとおりです。 

179  

【要求水準書 第４章 第１節 １３）】 

契約の条件・数量は、契約締結後速やかに

提出する「科目・細目を含めた参考内訳明

細書」によって定めるものとし、実施設計

時や施工中に条件変更・追加増減があった

場合は、申請書等に関する質問回答書の番

号 32の回答にあるとおり、参考内訳明細

書と比較するものと考えてよろしいでしょ

うか。 

貴見のとおりです。 

180  

【要求水準書 第４章 第１節 １４）】 

貴市で定めるインフレスライド条項の適用

基準をお示しください。 

 

横須賀市ホームページ（ホーム＞市政情報＞

入札・契約・検査＞入札の広場＞入札・契約情報

＞入札情報ポータルサイト（外部サイト）＞入

札制度関連情報＞インフレスライド条項の運用

基準）をご覧ください。 

181  

感染系排水・検査系排水・RI排水におい

て、流入流量が不明です。設計協力メーカ

ーをご教示ください。 

 

要求水準図_P41_(４)排水設備計画に記載し

ている想定数量で計画しています。なお、横須

賀市として設計協力メーカーは把握しておりま

せん。 



182  

要求水準書に詳細な仕様の定めが示されて

いない箇所については参加各社ごとの解釈

で提案すれば宜しいでしょうか。 

また、設計プランについての配点がないた

め、各社の提案に相当なばらつきが生じる

ことが予想されます。この点につきまして

貴所のご見解をいただきたくお願いいたし

ます。 

要求水準書に詳細な仕様の定めを示していな

い箇所については、参加各社ごとの解釈でご提

案ください。 

また、設計プランに対する技術提案に関する

加算点はありませんが、ＶＥ提案により総合評

価点に反映されるものと考えています。 

183  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■壁種図(一般間仕切、耐火間仕切) 

提示した資料を基にご検討ください。 

184  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■建具表・建具キープラン 

「参考資料-1 参考図 15～84」にて建具寸

法のみ記載あり 

（ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ･ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ･ﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ含

め） 

提示した資料を基にご検討ください。 

185  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■外部仕上表 

「参考資料-1 参考図 94～96 矩計図」に

て一部記載あり 

提示した資料を基にご検討ください。 

186  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■防水範囲図 

内部側は参考図 124～129に記載有(全てか

どうかは不明) 

外部側は矩計図にあり 平面の資料はなし 

提示した資料を基にご検討ください。 

187  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■階段詳細図 

提示した資料を基にご検討ください。 

188  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■ｻｲﾝﾘｽﾄ・ｷｰﾌﾟﾗﾝ 

提示した資料を基にご検討ください。 

189  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■家具詳細 

諸室ﾘｽﾄに記載あり  詳細の記載は無し 

提示した資料を基にご検討ください。 

190  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■ｼｰﾙﾄﾞ工事関連 

工事区分で建築工事の物  放射線鉛ｼｰﾙﾄﾞ

提示した資料を基にご検討ください。 



等 

191  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞ･ﾍﾞｯﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ･廊下手摺の範

囲図および仕様 

提示した資料を基にご検討ください。 

192  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■天井伏図 

下り天井･間接照明･ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ･ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰ

ﾙ･ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ･点滴用ﾚｰﾙ･点滴用ﾌｯｸ･ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ﾎﾞｯｸｽ等･天井点検口 

上記の位置不明 

提示した資料を基にご検討ください。 

193  

見積積算するにあたり下記資料を急ぎご開

示願います。 

■手術室内装詳細 

提示した資料を基にご検討ください。 

194  

要求水準図にある、サイト波及び余裕度検

討波の提示がありませんが、今回の参考資

料-01の構造図は過去における代表的な観

測波 3波＋平成 12年建設省告示 1461 号に

基づく模擬波 3波を対象としたものと考え

てよろしいでしょうか？ 

貴見のとおりです。 

195  

実施設計において上記サイト波、余裕度検

討の結果で生じる可能性のある躯体増は、

実施設計後にご精算いただけると考えてよ

ろしいでしょうか。 

添付資料‐1：要求水準図では具体的な構造計

画を示しておりません。 

不明な部分につきましては適宜ご判断頂く必

要があり、変更は生じません。 

196  

添付資料-01_要求水準図上下動に対する検

討は設計クライテリアを満足させることと

ありますが、現在参考図-01の構造断面は

上下動を含めて上部構造の設計クライテリ

アである弾性限耐力以内になっていると考

えてよろしいでしょうか？ 

貴見のとおりです。 

ただし、基本設計時はサイト波及び余裕度確

認レベル地震波による水平動の影響を考慮した

検討となっておりません。 

197  

要求水準書を作成した設計事務所が、本総

合評価一般入札に参加している場合、施工

方法以外の VE提案はないと考えて良いで

しょうか。 

施工者の特性に応じた設計も可能になると考

えられますので、設計内容に関するＶＥ提案も

有り得ると考えます。 

198  

要求水準図 P.2で「建築物又は工作物につ

いて、蓼原古墳との離れは最小２ｍ程度計

画する必要あり」とありますが、古墳の外

周にある蓼原遺跡ラインについては離隔の

記載がありません。遺跡エリアについては

建設が可能ということでしょうか。参考資

蓼原遺跡への影響を抑えるため、病院本棟や

オイルタンクの山留め等から蓼原古墳までの離

隔を確保しております。その結果、遺跡エリア

から病院本棟等が外れたものとなります。 



料４によると隣地の神明小学校は古墳ライ

ンとは離隔を取っていますが遺跡エリアの

中に建っています。要求水準図で遺跡エリ

アを外している理由は何でしょうか？ 

199  

要求水準図 P.56 ピット階平面図において

湧水ピットと埋め戻しの使い分け理由が不

明です。根拠をご教示ください。 

原則として埋戻しとしていますが、一部、地

下水位を考慮し湧水ピットを南側及び北側に設

けています。特に、RI排水処理及び感染系排水

処理設備置場に隣接させて湧水ピットを設ける

ことで、上記排水処理設備に対する湧水の影響

を低減させることを意図しています。 

200  

屋上ヘリポート（飛行場外離着陸場）の進

入方向として、要求水準図では東側および

北側に設定されていますが、西側あるいは

南側に設定することは可能でしょうか。 

ヘリポートの進入方向は基本設計時点の想定

となります。本工事にて具体的なヘリポートの

協議、計画を行ってください。 

201  

要求水準書の添付資料-２（工事区分表）

に天吊テレビ・モニター、壁付テレビ・モ

ニターの下地補強は本工事とありますが、

設置予定場所をお知らせください。 

現時点で設置場所は想定していません。適宜

ご判断ください。 

202  

要求水準書 P.29（２）実施設計業務及び

関連業務⑮病院へのヒアリング業務におい

て、要求水準とは異なった要望があり、建

設費に影響が出た場合は発注者の負担と考

えて良いでしょうか。 

貴見のとおりです。 

203  

要求水準図は各法令・条例に準拠したもの

と理解して良いでしょうか。許認可手続き

にて変更が生じ、建設費に影響が出た場合

は発注者の負担と考えて良いでしょうか。 

基本設計の段階では法令に適合しているかの

確認を行っていません。実施設計者の責におい

て法令に適合するようにしていただかなければ

ならず、建設費に影響が生じた場合は受注者の

負担とします。 

204  

添付資料 01-要求水準図 P.７の配置計画方

針で「敷地外周部に車両ルートを確保し、

建物エリアを最大限確保」とありますが、

将来的に駐車場部分に増築する可能性があ

るというお考えでしょうか。 

将来対応については、添付資料－１ 要求水

準図第１章第３節 10)をご確認ください。 

205  

要求水準図において、地下ピットにある、

災害時排水貯留槽、雑用水受水槽の必要容

量をお知らせください。  

要求水準図_P39_図１通常時及び災害時の水

供給フローからご計画ください。 

206  

要求水準図において、免震層下に、一部だ

け湧水ピットがある理由をお知らせ下さ

い。 

原則として埋戻しとしていますが、一部、地

下水位を考慮し湧水ピットを南側及び北側に設

けています。特に、RI排水処理及び感染系排水

処理設備置場に隣接させて湧水ピットを設ける

ことで、上記排水処理設備に対する湧水の影響

を低減させることを意図しています。 



207  

要求水準図に記載の配置、平面、立面、断

面図の CADデータをいただけないでしょう

か。 

提示した資料を基にご検討ください。 

208  

実施設計完了後、本体工事着工まで 10か

月ありますが 2023年 2月着工が条件でし

ょうか。  

着工開始時期は想定であり、条件ではござい

ません。 

209  

開院準備に 3 カ月有しておりますが具体的

に何を行うのかご教示ください(別途工事

等々)。 

別途工事及び病院移転の準備を想定していま

す。 

210  

要求水準書（及び添付資料）と参考資料と

の齟齬については、要求水準書を優先とす

ることで宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

211  

提案書を作成する中で要求水準書、設計図

書の不備が発見された際は公平性の観点か

ら再度質疑する機会をいただきたくお願い

いたします。 

再度質疑する機会は想定していません。 

212  

ヘリポートにおいて、進入方向はどのよう

な経緯、協議を経て決定されているのかご

教授ください。 

ヘリポートの進入方向は基本設計時点の想定

となります。本工事にて具体的なヘリポートの

協議、計画を行ってください。 

213  
防災計画評定について、関係協議先との協

議内容をご教授ください。 

基本設計段階であったため、概要は参考資料

－１ 参考図に記載のとおりとなります。 

建築防災計画評定申込要領並びに「新・建築防

災計画指針（平成７年発行）」に記載があります

が、日本建築センターからの助言事項として下

記となります。 

 

（日本建築センターからの助言事項） 

・防災計画評定の場合、指摘及び審査等は委員

会の先生方が行い、一担当者では明確な回答が

出来ないため、これまでの事例をふまえた助言

を行う。 

・病院の場合、病院利用者がほぼすべての位置

から２方向避難の確保が求められるためバルコ

ニーを設置することで他の区画へ避難できるこ

とが望ましいとされている。  

・他の区画への避難のためのバルコニーを設置

しない場合、その代替案が求められる。 

代替案としては、廊下を一次滞留スペースに出

来るように、病室と廊下の壁や等を籠城区画又

は防火区画する方法が考えられる。また、スタ

ッフステーションと廊下も籠城区画又は防火区

画することが求められる可能性が高い。スタッ

フステーションが火元となることを想定する必



要がある。 

・手術室、ICU 等避難が困難な患者がいるエリ

アは、一時籠城方式(籠城区画)をとることが基

本とされる。区画は前室を設け、手術室等と前

室、前室とその他のエリアを区画することが基

本とされ、排煙設備等の設備系統も独立させる

ことが望ましい。また、火災時において隣り合

う籠城区画同士の往来は原則不可となる。 

214  

参考資料-1、参考図 

各種什器・医療機器配置計画 P55～57にお

いて、各手術室内の手術台、シーリングコ

ラム、無影灯は実線表記ですが、工事区分

表より別途工事として宜しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

215  
敷地境界位置と真北の CADデータをご提示

いただけませんか。 

提示させていただいた資料でご検討くださ

い。 

216  

要求水準図 P.36（10）電気時計設備計画 

有線式電気時計設備としては総合受付等の

みで、電池式壁掛時計を設置する箇所は

「共通時間の認識が必要な室（スタッフス

テーション等）…」が、それに当たると考

えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。ただし、実施設計にて、病

院との打合せを行い、設置個所の確認を行う必

要があります。 

217  

要求水準書（P13）⑤3階、手術室各室の

壁埋込機器の詳細仕様（機器リストなど）

をお教え下さい。 

現時点で壁埋込機器の詳細は想定していませ

ん。適宜ご判断ください。 

218  

要求水準書（P15）の（5）①に屋上のアス

ファルト防水は、想定耐用年数 65年以上

の高耐用仕様とありますが、要求水準図

（Ｐ20）の表 6に記されているＢⅠ-1工

法はメーカーカタログでの耐用年数 35年

です。 

ＢⅠ-1工法（耐用年数 35年）を正として

よろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

219  

要求水準書（P14）の⑨7階に、「7階の機

械室及び電気室は、浮床構造とすることを

検討すること」、要求水準書（P15）の

（5）①に「屋上のアスファルト防水は、

想定耐用年数 65年以上の高耐用仕様とす

ることについて検討すること」とありま

す。 

検討することとありますが、実施設計中の

詳細検討で、現時点ではその費用を見込ま

ないと考えてよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 



220  

要求水準図（P20）の表 6で外壁ＥＣＰパ

ネルの仕上が外壁用塗膜防水材仕上となっ

ていますが、参考図（Ｐ94～96）の矩計図

の仕上表では塗装仕上げとなっています。 

要求水準図（P20）の外壁用塗膜防水材仕

上が正と考えてよろしいでしょうか。 

 

外壁用塗膜防水材とは建築工事標準仕様書・

同解説 JASS8 防水工事におけるアクリルゴム

系塗膜防水工法・外壁仕様（L-AW）、公共建築改

修工事標準仕様書（建築工事編）平成 31年４章

２節 4.2.2(10)（イ）外壁用塗膜防水材となりま

す。 

なお、仕上がりは仕上げ塗料となっておりま

す。 

221  

上記の考えが正の場合、参考図（Ｐ94～

96）の矩計図の仕上表で外壁下地がコンク

リート打放しやＡＬＣｔ35の場合も塗装

仕上ではなく、外壁用塗膜防水材仕上が正

と考えてよろしいでしょうか。 

（多孔質の ALCやクラックの恐れのあるコ

ンクリート上への塗装仕上げは外壁として

の品質上好ましくないと考えます。） 

 

外壁用塗膜防水材とは建築工事標準仕様書・

同解説 JASS8 防水工事におけるアクリルゴム

系塗膜防水工法・外壁仕様（L-AW）、公共建築改

修工事標準仕様書（建築工事編）平成 31年４章

２節 4.2.2(10)（イ）外壁用塗膜防水材となりま

す。 

なお、仕上がりは仕上げ塗料となっておりま

す。 

222  

要求水準図（P54～71）計画図について、

技術提案書や VE提案書の説明図に利用す

るために、CADデータを提供していただけ

ないでしょうか。 

提示した資料を基にご検討ください。 

223  

要求水準図（P72）外構図-1の植栽本数、

密度（株数/㎡）をお教えいただけないで

しょうか。 

関係法令等に適合する範囲で適宜ご判断くだ

さい。 

224  

添付資料-3、申請等手数料一覧に、省エネ

適判が標準入力法となっています。一般的

にはモデル建物法も広く用いられているの

でモデル建物法でもよろしいでしょうか。 

可能となります。 

225  

参考図（P5）（1）病室についてに、「病室

内における水廻りまでの手摺の設置を行

う」とありますが、手摺の範囲、仕様をお

教え下さい。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

226  

参考図（P94～96）矩形図-1～3の凡例

に、特記なき限り断熱材壁天井部は耐火コ

ートを塗布とありますが、特記が見当たり

ません。 

壁、天井内部の断熱材には全て耐火コート

を塗布することでよろしいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

227  

参考図（P94、95）矩形図-1、2で OF-5人

工木デッキ鋼製床組の使用範囲が不明です

のでご指示下さい。 

要求水準図（P63）6階平面図に書かれて

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ



いる屋上庭園（円弧のラインと外壁との

間）、屋上リハビリスペース（X1～X3-

3705、Y1～Y1+9000間および X8+3850～

X10、Y1～Y1+5000間）と考えてよろしい

でしょうか。 

さい。 

228  

参考図（P109）諸室リスト-1の共通事項

に、「原則として共用廊下には手摺及びコ

ーナーガード（両側）、スタッフ廊下には

ストレッチャーガード及びコーナーガード

（両側）を設置する」とあります。 

基本設計時での病院さんの要望との齟齬や

各社の見積数量に大きく差が出るのを避け

るために、具体的な範囲をご指示いただけ

ないでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

229  

参考図（P116）諸室リスト-8で器材庫

（将来手術室 1・ハイブリッド）、器材庫

（手術室 9将来設置）の内装タイプが手術

Aとなっていますが、参考図（P55、57）

各種什器・医療機器配置計画室には手術室

内側のふかし壁がありません。これらの室

の仕上は、器材庫 1-2と同様、職員 Aでよ

ろしいでしょうか。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

230  

参考図（P116）諸室リスト-8で、器材庫

（将来手術室 1・ハイブリッド）の鉛 3.0

㎜は将来工事で対応するということでよろ

しいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

231  

参考図（P367）行政手続きスケジュールで

は、実施設計（想定 12ケ月）の後に手続

き対応期間（想定約 10ケ月）とありま

す。 

計画通知での指摘事項により図面の修正作

業が発生すると思われますので、実施設計

図の納品時期は、手続き対応期間の後と考

えてよろしいでしょうか。 

契約約款及び要求水準書をご確認ください。 

232  

参考図(P94～96)および構造図に屋上スロ

ープ等付帯鉄骨の部材メンバーが記載され

ていません。ご指示下さい。 

参考図は基本設計図書の作成が完了した時点

において、当該基本設計図書に基づく建築工事

に通常要する費用を概算するための補足資料で

す。不明な部分につきましては適宜ご判断くだ

さい。 

233  

【開発、条例等の手続きに関するヒアリン

グについて】 

開発、条例等の手続きに関するヒアリング

を、横須賀市様の各所担当窓口に行うこと

本業務の申請手続きスケジュールについての

問い合わせは不可とします。 



は可能でしょうか。 

234  

【開発、条例等の手続きに関するヒアリン

グについて】 

個別に担当窓口へヒアリングを行えない場

合は、例えば、建設準備室様を窓口にした

ヒアリングを行うことは可能でしょうか。 

本業務の申請手続きスケジュールについての

問い合わせは不可とします。 

235  

要求水準書 2 頁 

第 1章第３節４）にて、「……仮使用認定

申請手続き及び関連業務は全て受注者の業

務とする」とございますが、これらに要す

る費用については、発注者様のご負担とし

ていただけますでしょうか。 

要求水準書に記載のとおりとなります。 

236  

要求水準書 4 頁 

第２章第２節３）にて、「本工事対象用地

には、土壌汚染が疑われる工場・事業所の

設置履歴はない。」とございますが、土壌

汚染等が判明した場合には工事請負契約約

款第 23条に基づき、要求水準書の訂正が

行われ、契約期間、契約代金額を変更いた

だけるという認識でよろしいでしょうか。 

貴見のとおりです。 

237  

要求水準書 4 頁 

第２章第２節４）にて、「本工事対象用地

の一部は埋蔵文化財包蔵地である。」とご

ざいますが、施工に際して埋蔵文化財が発

見された場合、どのような取扱いとなるか

ご教示願います。 

添付資料－１ 要求水準図第１章第２節１）

（２）並びに参考資料－１ 参考図第４章３）

をご確認ください。 

238  

要求水準書 5 頁 

第２章第２節５）にて、「本工事対象用地

における埋蔵文化財の試掘調査を行った地

点において、……地中障害物の存在は確認

されていない。」とございますが、本工事

対象用地内で地中障害物が発見された場

合、どのような取扱いとなるかご教示願い

ます。 

契約約款第 32 条に基づき判断させていただ

きます。 

239  

要求水準書 24頁 

第４章第１節５）（４）①にて、「監督員

は、提出された実施設計図書が要求水準及

び提案書類等を満たさない場合、又は受注

者及び発注者の協議において合意された内

容に合致しない場合には、受注者の責任及

び費用負担において是正を求めることがで

要求水準書に記載のとおりとなります。 



きる。」とございますが、受注者の責に帰

すべき事由がない場合の費用については、

発注者様のご負担としていただけますでし

ょうか。 

240  

要求水準書 25頁 

第４章第１節６）（４）①にて、「監督員

は、提出された実施設計図書の内容が技術

提案及びＶＥ提案又は受注者及び発注者の

協議において合意された内容に合致しない

場合には、受注者の責任及び費用負担にお

いて是正を求めることができる。」とござ

いますが、受注者の責に帰すべき事由がな

い場合の費用については、発注者様のご負

担としていただけますでしょうか。 

要求水準書に記載のとおりとなります。 

241  

要求水準書 26頁 

第 4章第１節１１）（２）にて、「……提出

先の変更に伴い費用が変更した場合、記載

内容以外にも必要な手続き等における費用

が発生した場合も受注者の負担とする。」

とございますが、受注者側が予見できない

手続きに関する費用については、発注者様

のご負担としていただけますでしょうか。 

要求水準書に記載のとおりとなります。 

242  

要求水準書 30～31頁 

第４章第３節１）（３）①にて、「……工事

完了後の近隣家屋調査において、工事に起

因する損傷等が認められた場合は……受注

者が自らの負担により現況復旧するこ

と。」とございますが、受注者が善管注意

義務を果たしても避けることのできない振

動、地盤沈下による損傷等については、工

事請負契約約款第 42条に基づき、発注者

様のご負担という認識でよろしいでしょう

か。 

契約約款第 42 条に基づき判断させていただ

きますが、受注者は要求水準書の記載を踏まえ

た相応の善管注意義務を負っていることが前提

となります。 

243  

要求水準書 32頁 

第４章第３節２）（２）②にて、「受注者

は、工事により周辺地域に水枯れ等の被害

が発生しないように留意するとともに、万

一発生した場合には、受注者の責任におい

て対応すること。」とございますが、受注

者が善管注意義務を果たしても避けること

のできない損害については、工事請負契約

約款第 42条に基づき、発注者様のご負担

という認識でよろしいでしょうか。 

契約約款第 42 条に基づき判断させていただ

きますが、受注者は要求水準書の記載を踏まえ

た相応の善管注意義務を負っていることが前提

となります。 



244  

詳細設計付工事請負契約書 

詳細設計付工事請負契約書にて、部分払

（３回以内）との記載がございますが、各

年度内において３回以内という認識でよろ

しいでしょうか。 

契約約款第 53条をご確認ください。 

245  

工事契約約款第 67条(2)、(3) 

受注者の催告に因らない解除権について、

(2)実施設計業務の中止期間、(3）建設業

務の施工の中止期間が契約期間の 100 分の

50（契約期間の 100分の 50が 6ヶ月を超

えるときは 6 月）とございますが、6ヶ

月、6月をそれぞれ 2ヶ月にご変更いただ

けますでしょうか。 

変更することはできません。 

 


